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はじめに  

中長期的な温室効果ガスの削減については、2050 年 80％削減目標や気候変動に関する政

府間パネル（IPCC）の第 5 次評価報告書で示された 2100 年までにほぼゼロ又はマイナス

排出といった中長期の時間軸に沿った検討が必要であり、その中で再生可能エネルギーが

重要な役割を果たしている。このため、将来の再生可能エネルギー等分散型エネルギーの大

量導入の実施可能性を検証しつつ、それを実現するための方策を明らかにすることが必要

である。 

本業務では、諸外国における先進事例や再生可能エネルギー事業者の状況を踏まえ、再生

可能エネルギーの導入による温室効果ガス削減効果を推計するとともに、地域レベルでの

影響の把握や大量導入に向けて必要な対策・施策の検討を行うものである。 
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要 約  

１章では、諸外国における再生可能エネルギーの導入実績を整理した。また、特に太陽

光発電に対する入札制度の概要、ドイツの電力市場改革の概要を整理した。さらに、我が

国の固定価格買取制度を巡る動向を整理した。 

 

２章では、再生可能エネルギー大量導入時の電力システム対策オプションを整理した。具

体的には、オプションの１つであるデマンドレスポンスに着目し、米国を対象にデマンド

レスポンスの取組状況を調査した。ついで、電力需給評価モデルを用いて、我が国で再生

可能エネルギーが大量に導入された場合に、デマンドレスポンスの活用効果を定量的に検

証した。 

 

３章では、地域社会に貢献する再生可能エネルギー事業とは何か、を定義し、地域社会

に貢献する再生可能エネルギー事業の優良事例を調査した。また、そうした事業を実施す

る上で必要な資源と事業環境を整理し、必要となる支援施策の案を提示した。 

 

４章では、再生可能エネルギー由来の熱エネルギー（再生可能エネルギー熱）に着目し、

建物のゼロエネルギー化に対して再生可能エネルギー熱が貢献出来るかどうか、検討を行

った。具体的には、再生可能エネルギー熱エネルギーの導入事例を調査し、将来導入が期

待される分野を特定した。さらに、再生可能エネルギー熱エネルギーを普及させるための

施策事例を調査し、有望と考えられる施策オプションを提示した。 

 

５章では、我々は我が国に再生可能エネルギーが大量に導入されたことによる効果を精

査した。まず、2050 年における再生可能エネルギーの導入推計量を試算した。次いで、再

生可能エネルギーの導入による効果・影響分析に関する既往研究を整理した。特に、再生

可能エネルギープロジェクトの地域経済効果分析に着目して整理を行った。 
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Summary 

 

In Chapter 1, it has been described the introduction of renewable energy in the major countries. 

Also, it was organized overview of the tender system particularly for solar power generation, and 

of the German electricity market reform. In addition, we organize the trend over the Japanese feed-in 

tariff system. 

 

In Section 2, we sorted out the power system protection options at the time of renewable energy 

mass deployment. Then, focus on demand response, which is one of the power system protection 

options, we investigated the general approaches of demand response in the United States. Using a 

power system model, in case that renewable energy would be introduced in large quantities in Japan, 

we quantitatively evaluated whether demand response were to support a large amount of renewable 

energy. 

 

In Section 3, we defined the characteristic of the renewable energy businesses that contribute to the 

local community. We sorted out what resources and business environment in order to implement such 

a business is required, and presented a draft of the support measures. 

 

In Section 4, focusing on the renewable heat energy, it was examined whether such an energy can 

contribute to zero energy of the building. Specifically, we investigated the case study of the renewable 

heat energy, and we identified the areas to be expected to deploy near future. 

 

In Section 5, we have reviewed the effect by the large deployment of renewable energy in Japan. 

First, we evaluated how much renewable energy is introduced in 2050. Next, we investigated the 

previous studies on the positive and negative effects analysis by deploying renewable energy. In 

particular, we investigated the case of analysis how much impact the renewable energy project bring 

on the regional economy. 

 


